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　　Adietary　survey　was　conducted　using　a　questionnaire　method　on　4275－year－01dJchildren　from
7kindergartens　in　Niigata　City　in　mid・July　1977　in　relation　to　the　living　condition　of　their　families嘱：
！nuclear　family　or　family　with　three　generations）and　their　mothers（employed　or　unemployed）・・
　　The　results　were　as　follows：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　（1）　Children　of　unemployed　mothers　in　nuclear　families　showed　a　desirable　tendency　in　thd
　　　important　items　of　dietary　life，　as　they　were　in　good　health，　had　the　habit　of　brushing　their
　　　teeth，　took　cow’s　milk　and　green　or’　yellow　vegetables　every　day，　and　were　given　nutritionally
　　　balanced　meals．
　（2）　Children　of　employed　mothers　in　nuclear　families　showed　a　high　frequency　of　smooth　wean－
　　　ing　experience　and　enjoying　child・centered　menu　planning，　in　spite　of　their　mother’s　heavy
　　　burden．　But　the　incidence　of　their　food　preferences　was　highest　and　the　frequency　of　their
　　　regular　breakfast　intake　lowest．
　（3）　Children　of　unemployed　mothers　in　families　with　three　generations　ranked　lowest　in　the
　　　habit　of　brushing　their　teeth　and　taking　cow’s　milk　every　day　but　highest　in　breast・feeding，
　　　freedom　from　tooth　decay，　and　regular　breakfast　intake．　Their　Inothers’nutritiona正attitude
　　　toward　them　was　generally　desirable．
　（4）While　children　of　employed　mothers　in　families　with　three　generations　were　relatively
　　　free　from　food　preferences，　their　dietary　conditions　in　other　respects　were　not　necessarily
　　　desirable．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jap．　J．　Nutr，，38（5）241～248（1980）
　緒　　　　　言
　新潟市幼稚園児の食生活の実態把握を目的として，3ジ4，5歳の園児1，038名を対象に食生活実態調査を
行い，第1報1）ではその概要を報告した。本報では家族形態（核家族・三世代家族）及び母親の生活状態（専
業主婦・就労主婦）と幼児の食生活との関連性を見い出したいと考えて，幼児期の完了期と考えられる5歳児稽
について，第1報1）の調査結果をさらにクロス集計して検討したのでその結果を報告する。
調　査　方　法
　（1）置調査対象
（11）
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　第1報1）の調査対象児の中の5歳児455名のうち，核家族333名，三世代家族94名，計427名を取りあげ，さら
にそれぞれの家族を母親の生活状態により，専業主婦家庭と就労主婦家庭にわけて調査対象とした。
　（2）調査時期
　第1報と同じ。
　（3）　調査方法・内容
　第1報と同じ。
　調査結果及び考察
　（1）　対象児の家庭状況
　対象児は，核家族78．O％，三世代家族が22．0％で，1975年2）の国勢調査の結果に比べて対象児の家庭は，核
家族の率が高い。さらに母親の生活状態では，専業主婦が68．6％，就労主婦が31．4％で，1978年新潟県統計
年鑑3）や1974年全国家庭科教育協会の調査結果4）に比べて専業主婦の率が高い。
　さらに家族形態別に母親の生活状態をみると，専業主婦は，核家族74．5％，三世代家族4Z9％で核家族にそ
の率が高く，就労主婦は核家族25．5％，三世代家族が52．1％で三世代家族にその率が高い。三世代家族が主婦
就労に好都合の生活事情と考えられるので，予想された結果である。
表1対象児の家庭状況
核　　家　　族 三世代家族
項　目
専業主婦 就労主婦 計　　　　専業主婦 就労主婦 計
例比 i数　　　　248
率　（％）　　　　　74．5
85
25．5
333
100
45
47．9
49
52．1
94
100
注：上記の主婦は園児の母親で30歳前後の者が多い。
表2　家庭状況からみた兄弟について
核　　家　　族 三世代家族
項 目 専業主婦 就労主婦 専業主婦 就労主婦
例数　比率（％）　　例数　比率（％）　　例数　比率（％）　　例数　比率（％）
一　　人　　子
二　人　以　上
14
234
7354　9 噌⊥冷41占7 12．9
87．1
32　4 6．7
93．3
OQゾー⊥り0 20．4
79．6
計 248　　　100 85　　　100 45　　　100 49　　　100
　一人子については，核家族・三世代家族ともに就労主婦家庭が専業主婦家庭よりも高い率で就労の事情が出
産をはばむ原因になっいるものと推測される。この度の調査で一人子は5歳児1）の平均が9．1％で，1973年5）全
国家庭科教育協会調査結果に比べて一人子の率がやや高い傾向がみられる。
　（2）家庭状況からみた健康状態・虫歯の有無・歯みがきの習慣
　表3に示すように「丈夫である」と答えたものが，57．1％から64・　9％の聞で，平均笹からみると核家族と三
世代家族では核家族の率がわずかに高く，専業主婦と就労主婦家庭では，専業主婦家庭が高い傾向がうかがわ
れるが，その差は有意ではなかった。
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　「虫歯がない」と答えたものが14．1％から22・2％の間で，家族形態による差はわずかに三世代家族に高い傾
向が認められ，専業主婦と就労主婦では，専業主婦家庭に虫歯のないものの多い傾向がうかがわれた。
　歯みがきの習慣については，「食後にいつもみがく」ものが15．6％から28．6％と幅広く，核家族の専業主婦
家庭が最も高く，最も低いのが三世代家族の専業主婦家庭であった。
　「就寝前いつもみがく」ものは40．8％から56．9％の問で食後いつもみがくものより遙かに高い率であった。
その内容については核家族がやや高い傾向を示し，中でも専業主婦家庭が最も高い率であったが有意の差は認
められなかった。なお，歯みがきの習慣と虫歯の有無との関連性についてはそれぞれの専業主婦家庭にみるよ
うに歯みがきをよくすることと虫歯のないことが必ずしも一致しない傾向がうかがわれた。以上を通覧して，
核家族の専業主婦が専心子供の養育にあたることができるためか，好ましい傾向が認められた。
表3　家庭状況からみた健康状態・虫歯・歯みがきの習慣 （単位：％）
核　家　族 三世代家族
項 目 専業主婦
　（A）
就労主婦
　（B）
専業主婦
　（C）
就労主婦　　ズ検定
　（D）
健購｛弩腰駅
虫齢｛妻　　駅
瑠犠｛繕ここ1綴
64．9
35．1
83．9
16．1
28．6
56．9
62．3
37．7
85．9
14．1
21．2
45．9
ααZ252 57．1
42．9’
85．7
14．3
22．5
40．8
表4家庭状況からみた食事歴 （単位：％）
核家族 三世代家族
項 目 専業主婦　就労主婦　　専業主婦　就労主婦
　（A）　　　（B）　　　　（C）　　　（D）
x2検定
乳児期栄養｛野の耀
離乳状況V器ε
18．2
81．8
82．3
17．7
15．3
84．7
91．8
8．2
22．2
77．8
84．4
15．6
ls：1
81。6　　　　｛三含差蓋1　1言芝8：8量；
18．4
注：就労主婦の産休の期間は調査していない。母乳栄養について出産後の期間を示していない。
　（3）　家庭状況からみた食事歴
　表4に示すごとく，母乳栄養は，10．2％から22．　29。（と幅広く，核家族・三世代家族ともに就労主婦家庭の率
が低い。母親の就労事情によるものと考えられる。
　次に離i乳が順調に経過した率は，81．6％から91．8％の間で，核家族の就労主婦が最も順調で核家族の専業主
婦及び三世代家族の就労主婦との間に有意の差が認められた。
．（4）　家庭状況からみた食事作りと食事指導について
　このことについてまとめたのが表5，表6である。
　主として食事を作る人を「母」と答えたものは，三世代家族の就労主婦家庭の63．3％以外は94％以上であ
る。なお食事が「子供中心」と答えたものは，20％から60％と幅広く，核家族は子供中心の傾向が強く，核家
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（単位：％）
項
核家族 三世代家族
目 専業主婦　就労主婦　　専業主婦　就労主婦
　（A）　　　（B）　　　　（C）　　　（D）
x2検定
餓作る人｛祖轟他
食事は o工難怠
94．8
5．2
51．8
48．2
94．1
5．9
60．0
40．0
95．6
4．4
20．0
80．0
63．3
36．7
34．7
65．3
AとD（P〈0．001）｛
BとD（P＜0．001）
CとD（P＜0．001）
AとC（P＜0．001）｛
BとC（P＜0．001）
BとD（P＜0．001）
表6家庭状況と食事指導について（子供がいやがって食べない時） （単位：％）
項
核家族 三世代家族
目 専業主婦就労主婦　　専業主婦　就労主婦
　（A）　　　（B）　　　　（C）　　　（D）
x2検定
きげんをとって食べさせる
わがままをたしなめる
放っておいて食べるのを待つ
食　べ　さ　せ　な　い
調　理　を　工　夫　す　る
そ　　　　　の　　　　　他
7．7
40．7
12．9
10．5
25．4
0
18．　8
37．7
20．0
10．6
17．7
3．5
13．3
40．0
28．9
6．7
40．0
0
10．2
46．9
20．4
2．0
28．6
2，0
AとB（P〈0．01）
AとC（P＜0．01）
AとC（P＜0．05）｛
BとC（P＜0．001）
族と三世代家族の間に有意差が認められた。特に三世代家族の専業主婦家庭が20．0％と最も低いところに家庭
事情の複雑さがうかがわれる。次に子供が食事をいやがって食べない時の対応の仕方について，「わがままを
たしなめる」が37．　7％から46．9％で最も高く，次は「調理を工夫する」が17．　7％から40．O％である。子供が自
主的に食事をする態度を育てるには，「調理を工夫する」と「放っておいて食ぺるのを待つ」対応の仕方が良
いと思われるが，三世代家族の専業主婦にこの様な傾向が強く見られるのは，子供中心に生活が営めない実情
からの工夫と想像される。
　（5）　家庭状況からみた食事状況について
　食事状況を総括したのが表7である。「朝食を毎日食べている」と答えたものは71．8％から93．3％の聞で，家
族形態別では三世代家族がわずかに高い傾向がうかがわれ，主婦の生活状態別では核家族・三世代家族ともに
専業主婦家庭の率が高く就労主婦との間に有意差が認められた。1976年9月に新潟県栄養士会7）が実施した全
県対象の「朝食喫食調査」では，幼児の喫食率が82．6％であったが，本調査対象児の平均朝食喫食率は88．3％
となるので，わずかに好成績といえるようである。
　「毎日牛乳を飲む」と答えた家庭は，33．3％から54．4％の間で核家族の専業主婦家庭が最も高い率で核家族
の就労主婦家庭及び三世代家族の専業主婦との間に有意の差が認められた。
　「緑黄色野菜を毎日食べている」対象児は，22．5％から46．8％の間で幅広く，家族形態による差が目立ち，
核家族の摂食率が高く，三世代家族の就労主婦との間に有意差が認められた。
　食事量について「よく食ぺる方である」は46．9％から56．1％の間で，家族形態別では核家族が，母親の生活
状態別では専業主婦家庭がわずかに高い傾向がうかがわれた。
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　「好き嫌いがない」対象児は，18・8％から28・6％の間で平均すると20・5％i）となる。三世代家族の就労主婦
家庭がわずかに高く，核家族の就労主婦家庭がわずかに低い傾向がうかかわれるが有意差は認められない。
　「間食の時問を決めている」家庭は62・2％から77・　6％で核家族・三世代家族ともに就労主婦家庭の率が高い
傾向がうかがわれるが有意の差は得られなかった。
　以上の食事状況を通覧すると，幼児の食生活に期待する各項目について，全体的には家族形態別では核家族
が，母親の生活状態別では専業主婦家庭が期待する傾向を示しているといえるようである。ただ三世代家族の
専業主婦家庭が牛乳や緑黄色野菜の摂取等の重要な内容に低い傾向を示している点が気がかりである。
表7家庭状況からみた食事状況 （単位：％）
項
核家族 三世代家族
目 専業主婦　就労主婦　　専業主婦　就労主婦
　（A）　　　（B）　　　　（C）　　　（D）
x2検定
朝食
o！
牛　乳｛軍
鍵馴隼
日　食　べ　る
他む他る他
飲ぺ
の　の食の　日　　　日
鱒量｛瑳く食㌘触
好き劇撃触が㌦
間食の時間磨決雰てい喬
91．1
8．9
54．4
45．6
46．8
53．2
56．1
43．9
20．6
79．4
65．3
34，7
71．8
28．2
37．7
62．3
45．9
54．1
50．6
49．4
18．8
81．2
76．5
23．5
93．3
6，7
33．3
66．7，
33．3
66．7
53．3
46．7
20．0
80．0
62．2
37．8
77．6
22．4
44．9
55．1
22．5
77．5
46．9
53．1
28，6
71．4
77．6
22．4
O（UOO（UOOO＜＜＜＜
PPPP
BDCDととととAABCー
））－「⊥0（Uαα＜＜ΦΦBCととAAー
）0「⊥00。
ｿ
＜＜OΦDDととABー
注：食事量の計量は実施していない。
　（6）家庭状況からみた食事内容のバランス評価について
　バラソス評価の尺度は新潟県栄養士会の案7）により，食事内容を6つの基礎食品に合わせて各群に1点を配
し，6点満点とし，大変よい（6．0点），もう一息です（5．5～5．0点），少し工夫がいる（4．5～4．0点），早くな
んとかしたい（3．5～2．5点），困る（2．0点以下）の5段階評価とした。図1ではこの5段階評価をさらに簡単
にして3段階評価に示した。すなわち6．0～5．0点（大変よい・もう一息です）をよいグループとして，中間は
4．・5～4．0点（少し工夫がいる）とし，3．5点以下（早くなんとかしたい・困る・記入なし）を問題のあるグル
ープとした。
　朝食については，三世代家族にアソバラソスの傾向が目立ち，特に三世代家族の就労主婦家庭が最低の成績
であった。
　昼食は，朝食よりさらに食事内容のバラソスが悪く，中でも三世代家族の就労主婦家庭が最も悪く，核家族
の専業主婦家庭が4群のうちでは良い成績であった。
　夕食はどの家庭でも3食中で最も良く，3．5点以下が少なく5．0点以上が多い。総じて専業主婦家庭がよく，
最低はやはり三世代家族の就労主婦家庭であった。専業主婦家庭と就労主婦家庭との間に有意の差が認められ
た。
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　さらに3食を平均してみても，就労主婦家庭特
に三世代家族の就労主婦家庭が最も低い傾向がみ
られた。
　1日の食事では夕食に重点がおかれて，昼食が
大変手軽に済まされていることが推測される。一
食一食のバラソスの重要性について啓発の必要が
認められた。
　（7）　家庭状況からみた子供の食事に関する知
識の修得について
　表8に示すように，3項目を選択記入した内容
で最も高い率を示したのは「新聞・i雑誌の記事」
の57．　8％から65．3％，次は「母から」の40．0％か
ら71・4％，3位が「7ジオ・テレビ番組」の30・6
％から44．4％である。家族形態別では，三世代家
族が「母から」と．r書物」の率が高く，母親の生
活状態別では該家族・三世代家族とも蹴労主　　註搬定騰霞瓢1謙1：lll：さ翫Σ鵬’
婦家庭が「祖母から」の率が高い結果を得た。マ
スコミと母親の影響の大きさを改めて認識した。
　（8）　全体的考察
　以上幼児の食生活の中で重要であると考えられ
る各調査項目について，家族形態と母親の生活状
態との関連性について検討したところ，核家族の
専業主婦家庭は一貫した指導方針のもとに専心子　　　　　　圏　　　　　　吻　　　　　囲
供の養醐雄ぐことができるため酪項目・大避蕾・です）（錨愚嘱爺響励
全般に期待した傾向を認めることができた。　　　　　図1家庭状況からみた1日の食事内容のバラソス
　核家族の就労主婦家庭は，離乳の順調な進行や　　　　　　　評価（3段階分布比率％）
子供中心の食事作りが最も高い率である反面，虫歯の罹患状況，調理の工夫，朝食の喫食状況等に問題が認め
られた。しかし全般的には厳しい生活条件を克服する努力のあとがうかがわれた。
　三世代家族の専業主婦家庭は，歯みがきの習慣，牛乳の飲用等に問題が認められるが，虫歯の罹患状況，母
乳栄養の率，食事指導態度，朝食喫食率等に優れた面が多い。専業主婦ではあるが子供養育中心の生活を営ゆ
ない家庭事情がうかがわれた。
　三世代家族の就労主婦家庭については，核家族の専業主婦家庭とは対照的に幼児の食生活において大切だと
思われる各調査項目について最も低い結果であった。
　一般に主婦就労への志向傾向と必然性が高まる諸情勢から考えて主婦就労が三世代家族に期待するところが
大きいと考えられる折から，本調査の結果はいささか衝撃的ともいえるものであった。
　先回著者らが実施した保育園卒園者の追跡調査6）で，予期しない結果に当惑したその原因の1つはこのこと
に関連すると推測される。すなわち，先回の調査対象児と他のグループの児童との間に，母親の生活状態に大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）
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核家族 三世代家族
項 目 専業主婦　就労主婦　　専業主婦　就労主婦
　（A）　　　（B）　　　　（C）　　　（D）
x2検定
保　健所　の　指　導
幼　稚　園　の　指導
婦人会・公民館等の活動
ラジオ。テレビの番組
新聞・雑誌の記事
書　　　　　　　　物
1．6
7．3
15．3
5．2
54．4
1．6
3．2
10．5
12．9
2，8
43．6
63．7
25．8
2，4
8．2
7．1
3．5
40。0
14．1
3．5
18，8
20．0
1．2
42．4
61．2
ユ6．5
0
8．9
13，3
2．2
57．8
2．2
6．7
i5．6
13．3
2．2
44．4
57，　8
42．2
8，2
6．1
20，4
8．2
71．4
14．3
2．0
16．3
16．3
0
30．6
65．3
46．9
CとD〈PくO，・05）
BとD（P＜0．05）
AとB（P＜0．05）｛
BとD（P＜0．001＞
｛≦｝圭費　　ξ君ミ8：89iチ〉
AとB（P＜0．05＞
AとC（P＜0．05）｛
BとD（P＜0．001）
注：3項目選択記入としたが，それ以上または以下の記入があった。
きな違いがあったということである。
　三世代家族が主婦就労に好都合の条件と安易に考えてはならないことが明確になった。
　しかし著者らのささやかな体験を通してみても三世代家族には豊かな人間性を培う恵まれた土壌があると思墨：
われてならない。
　今回の調査結果を深く考察するとともにさらにそれぞれの家庭の長所，短所を見極め8）9）て，大切な食生活
の基礎作りと豊かな人間形成のための方途について真剣に取り組まなければならない。家族の中に子供の食生醗
活や養育全般について一致した指導方針を確立し，家族全員の強固な協力体制によって，子供の養育という大
業を成し遂げなければならないということを痛切に考えさせられた。
　要　　　　　約
　1977年7月に実施した新潟市の幼稚園児1，038名の食事調査の中から5歳児を取り出して，家族形態（核家
族・三世代家族）及び母親の生活状態（専業主婦・就労主婦）と幼児の食生活との関連性を把握したいと考え
て，家庭状況，健康状態，虫歯の有無，歯みがきの習慣，食事歴，食事作りと食事指導，食事状況と食事内容
のバラソス，子供の食事に関する知識の修得等の観点から第1報1）の調査結果をクロス集計し，Z2検定により
有意差の有無を検討した。
　核家族の専業主婦家庭の園児は，健康状態，歯みがきの習慣，牛乳・緑黄色野菜の摂取，食事内容のバラゾ
ス等が最も優位であり，その他の項目についても好ましい傾向が認められた。
　核家族の就労主婦については，母親の生活条件が厳しいにもかかわらず離乳の経過が最も順調で，子供中心
の食事が進められている反面，調理の工夫，朝食の喫食率，食べものの好き嫌い等に問題が指摘された。
　三世代家族の専業主婦家庭は歯みがぎの習慣，牛乳の飲用等に問題があり，子供中心に食事が進め難い事情
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
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が推察されたが，虫歯の罹患状況，母乳栄養の率，食事指導態度，朝食喫食率等優れた点も多い結果であっ
た。
　三世代家族の就労主婦家庭については，好き嫌いが少ない，間食の時間を決めている等の長所もあるが，健
康状態，歯みがきの習慣，母乳栄養の率，離乳の順調な進行，緑黄色野菜の摂取，食事内容のバラソス等重要
な項目についての欠点が目立つ結果を得た。
　終りに，本研究にご懇篤なご指導とこ校閲を賜りました日本総合愛育研究所の武藤静子先生に厚く御礼申し
上げます。また調査の実施に際しご協力いただきました新潟市福祉課笠原里子氏ならびに対象幼稚園の諸先生
方に深謝申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　献
ユ）　岡田玲子，伊藤フミ，玉木民子：新潟市幼稚園児の食生活に関する研究（第1報），栄養学雑誌，38（5）
　　231～240　（1980）
2）経済企画庁：昭和53年版国民生活白書，大蔵省印刷局，101（1978）
3）　新潟県企画調整部統計課：新潟県統計年鑑，26（1978）旭光社印刷所
4）全国家庭科教育協会：小・中・高校・児童・生徒の食生活の実態調査，79（1974）
5）全国家庭科教育協会：小・中・高校・児童・生徒の家族の生活実態調査，68（1973）
6）　伊藤フミ，玉木民子：新潟青陵女子短期大学研究報告，第9号，59（1979）
7）新潟県栄養士会：えいようし，10，3（1977）
8）　田村健二，岡村益他：現代家族関係学，63（1971）高文堂出版社
9）篠原しのぶ：最近育児の理論と実際，229（1978）同文書院　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受付：昭和55年4月28日）
（ユ8）
